
05/2019.10 ラッピングジョイント

施工手順

①既設伸縮装置撤去 ②下地調整工 ③二次止水処理

⑨完成

⑤ブチルゴム合材敷設 ⑥ブチルゴム合材転圧

⑧表層敷設・仕上げ⑦ラッピングシート貼付(上層)

高機能性防水型伸縮装置

ラッピングジョイントは単純な構造を有した高機能性防水型の伸縮装置です。

裏込材として使用するブチルゴム合材は防水性と安定性に優れ、

常温施工が可能な為、施工の省力化と耐久性の向上が期待できます。

④ラッピングシート貼付(下層)

ＮＥＴＩＳ登録番号 ＳＫ-１８０００２-Ａ



※既設遊間が30mmを超える場合

荷　姿材料名

伸縮金具　※ １．８ｍ 定尺

対応伸縮量

ＲＣ橋・ＰＣ橋　３０ｍｍ以下
　　鋼　　橋　　２０ｍｍ以下

設計たわみ

１０ｍｍ以下６０°以上

最大遊間

７５ｍｍ以下

斜角

ラッピングシート

ブチルゴム合材 ２０ｋｇ/袋

２０ｍ/巻(W=1000mm)

ブチルゴム合材をラッピングシートで包み込むことで安定性を確保し、耐流動性に優

れた特性を有します。

また、伸び特性や弾性に優れひび割れが生じにくく、高い粘性を持つラッピングシー

トを底面に接着することにより、遮水性と剥離抵抗性に優れています。

舗装のわだちや段差に対しても容易に擦付けが可能なため、車両がスムーズに走行

できます。また、舗装面に鋼材が露出しないため雨天時のスリップ防止に有効です。

ブチルゴム合材は現場で袋から直接施工箇所へ敷設し転圧するだけで施工が可能で

す。常温での施工が可能なため、加熱処理等の設備機材が不要です。小型転圧機に

より転圧・仕上げができ、大型施工機材を必要としません。

また、流動性がないことから路面勾配が急な箇所でも施工が可能です。

付着性・伸縮性・防水性に優れたラッピングシートを底面に接着することで材料と

構造物の一体化を図り、伸縮部からの水の浸入を防ぎます。これにより構造物の保

護や橋梁下部への漏水を防ぎ長寿命化を実現します。

鋼製ジョイントでは車両通過時に既設舗装面との段差により騒音・振動などが生じ

ることがありますが、ラッピングジョイントは既設舗装面との擦付けが容易にでき、

騒音・振動抑制効果が期待できます。

※1.上記の寸法は標準値であり、既設伸縮装置の種類や舗装条件により寸法が異なります。

※2.詳細は調査・設計が必要となります。

※3.既設遊間が30mmを超える場合は専用の伸縮金具を設置することがあります。

①耐久性

概要

②施工性

③防水性

⑥走行性

⑤環境性

各種試験

最新テクノロジーによって生み出された超高強

度・高弾性率のスーパー繊維とブチルゴムを一

体成形した粘着型シートです。

車両通行時の状況確認 伸縮追従試験変形性能

使用材料

一般の合材は施工時に加熱処理が必要ですが、

ブチルゴム合材は常温施工が可能です。

（現場転圧時の比重：１．９ ± ０．１）

特長

適用範囲

【ブチルゴム合材】 【ラッピングシート】

ラッピングジョイントはブチルゴム合材をラッピングシートで包み込む構造から、最適な剛性と

柔軟性を兼ね備えた高機能性防水型伸縮装置です。（埋設ジョイントにも適用可能）

単純な構造とブチルゴム合材の常温施工が可能なことから施工が容易であり、施工完了後

すぐに交通解放が可能です。

また、防水性に卓越し、橋梁端部や支承への耐久性の向上とライフサイクルコストの縮減が

期待できます。
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ｍ

遮水性能試験

④止水性 標準タイプはラッピングシート及びウレタンシール材による二重防水構造です。

伸縮金具タイプはラッピングシート及び、伸縮金具とウレタンシール材による三重防水構

造です。

【伸縮金具】


